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実社会において重要となっている組合せ最適化問題を解くために、非従来型コンピューティン

グに基づく様々なイジングマシンが開発されている[1-7]。その中で、シミュレーテッド分岐アル

ゴリズム（simulated bifurcation, SB）というヒューリスティックアルゴリズムを実装したイジング

マシンでは高い性能が報告されている[5, 6]。SBは、分岐のあるハミルトン力学系を大規模並列計

算[7]によってシミュレートすることによりイジング問題に対する解を高速に与えることができる。 

本研究では、SBの性能をさらに向上させるために、そのダイナミクスに Nosé-Hoover法[8, 9]に

よって熱ゆらぎを導入した。Nosé-Hoover 法は有限温度のハミルトン力学系をシミュレートする

ために使われてきた手法である。我々は、Nosé-Hoover法の中の加熱過程がイジング問題において

局所最小解からの脱出を助け、従って性能の向上につながることを見出した。そこで本研究では

新しいアルゴリズムとして加熱 SB を提案し、2000 スピンまでの全結合イジング問題を数値的に

解くことによりその性能向上を確かめた。 

Fig. 1 に 2000スピンの全結合イジング問題（ベンチマーク問題 K2000 [2, 5, 6]）の結果を示す。

Fig. 1(a)では加熱により瞬時温度が最終時刻付近まで高温に留まっていることが確認できる。Fig. 

1(b)は加熱 SB により従来の SB [5, 6]より少ない計算ステップ数で解が得られることを示してい

る。 
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Fig. 1. (a) Time evolutions of instantaneous temperatures in previous and heated simulated bifurcations (SBs). 

(b) Comparison of performance for K2000. Step-to-solution is shown as a function of the number of time steps. 
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